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　平成 21年第３回稲敷市議会定例会が９月８日から25日までの18日
間にわたり開かれました。市長より提出された議案は、追加議案を含め合
計39案件。また、議会からは、発議２件、特別委員会の最終報告が１件
でした。
　議決の結果は下記をご参照ください。
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

報告第 5 号
平成 20年度稲敷市一般会計継続費精
算報告書について

継続費に係る継続年度が、平成 20年度に終
了した４事業の精算について行うもの

― ―

報告第 6 号 健全化判断比率の報告について

平成20年度決算等をベースに、実質赤字比率、
連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負
担比率について監査委員の審査を経て議会に
報告するもので、いずれも早期健全化基準以
下となっている。

― ―

報告第 7 号
農業集落排水事業特別会計の資金不足
比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第
22条の規定により、平成20年度決算等をベー
スに資金不足比率を算定し、監査委員の審査
を経て議会に報告するもので、各会計ともに
資金不足額はない。

― ―

報告第 8号
公共下水道事業特別会計の資金不足比
率の報告について

報告第 9号
水道事業会計の資金不足比率の報告に
ついて

報告第 10号
工業用水道事業会計の資金不足比率の
報告について

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
９月　８日（火）開会、

議案について市長の提案理由説明を受ける（38議案）
また、代表監査委員から決算議案の審査結果の報告を受ける
（９月９日は議案調査のため休会）

９月10日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【５名】
９月11日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【２名】

議案に対する通告質疑はなく、審査のため常任委員会へ議案
32件を付託する。
議会散会後、議会運営委員会を開く。

９月14日（月）常任委員会による付託議案審査
９月15日（火） 【総務常任委員会・教育福祉常任委員会】
９月16日（水）常任委員会による付託議案審査
９月17日（木） 【市民生活常任委員会・産業建設常任委員会】
９月18日（金）決算認定議案の全体審査会

※９月19日から23日まで休日、24日は議事整理のため休会
９月25日（金）議会運営委員長から報告を受ける。

各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。
議案 32件に対して討論、採決を行う。
市長より追加議案１件が上程され、採決を行う。
議会から特別委員会の最終報告の申し出、発議２件が上程され、
発議については質疑、討論、採決を行う。
閉会
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第 80号
稲敷市立保育所一時保育事業実施条例
の一部改正について

児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に
より、「一時預かり事業」として規定されたこ
とに伴い改正するもの

教育福祉 原案可決

議案第 81号
稲敷市国民健康保険条例の一部改正に
ついて

出産に係る被保険者等の経済的負担を軽減す
るため、平成21年 10月1日から平成23年 3
月31日までの出産に対して、出産一時金支給
額を39万円に改正するもの

市民生活 原案可決

議案第 82号 訴えの提起について
債権差し押さえについて、第 3債務者の金融
会社に対する取立て請求を龍ヶ崎簡易裁判所
に提起するもの

市民生活 原案可決

議案第 83号 訴えの提起について
債権差し押さえについて、第 3債務者の金融
会社に対する取立て請求を水戸地方裁判所
龍ヶ崎支部に提起するもの

市民生活 原案可決

議案第 84号 損害賠償額の決定および和解について
公用車による、いこいのプラザ送迎時の交通
事故について、議会の議決を求めるもの

総　　務 原案可決

議案第 85号
平成 21年度稲敷市一般会計補正予算
（第3号）

予算総額を１８２億９６７３万５千円とする 各常任委員会 原案可決

議案第 86号
平成 21年度稲敷市国民健康保険特別
会計補正予算（第2号）

予算総額を５５億６９１５万２千円とする 市民生活 原案可決

議案第 87号
平成 21年度稲敷市老人保健特別会計
補正予算（第1号）

予算総額を６６４５万６千円とする 市民生活 原案可決

議案第 88号
平成 21年度稲敷市農業集落排水事業
特別会計補正予算（第1号）

予算総額を５億１２２２万５千円とする 産業建設 原案可決

議案第 89号
平成 21年度稲敷市公共下水道事業特
別会計補正予算（第1号）

予算総額を２２億３６０１万９千円とする 産業建設 原案可決

議案第 90号
平成 21年度稲敷市介護保険特別会計
補正予算（第1号）

予算総額を２５億１７４３万８千円とする 教育福祉 原案可決

議案第 91号
平成 21年度稲敷市基幹水利施設管理
事業特別会計補正予算（第1号）

予算総額を１億１７９４万１千円とする 産業建設 原案可決

議案第 92号
平成 21年度稲敷市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第1号）

予算総額を８億６６３万５千円とする 市民生活 原案可決

議案第 93号
平成 21年度稲敷市水道事業会計補正
予算（第1号）

収益的支出の補正
総係費４２万３千円、企業債利息４９６万４千
円を計上し、減価償却費５３８万７千円を減
額する

産業建設 原案可決

平成平成２２１年 第３回 １年 第３回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

新庁舎建設へ前進新庁舎建設へ前進新庁舎建設へ前進
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第 94号
平成 20年度稲敷市一般会計歳入歳出
決算認定について

歳入決算額： １７７億６６２５万６１３９円　　
歳出決算額： １６８億８２１２万４３７８円　　

各常任委員会 原案認定

議案第 95号
平成 20年度稲敷市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ５６億２８１４万８３９６円　　
歳出決算額： ５２億７３２９万４８４６円　　

市民生活 原案認定

議案第 96号
平成 20年度稲敷市老人保健特別会計
歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ５億７４８２万６５０１円　　
歳出決算額： ５億４５１０万９３８０円　　

市民生活 原案認定

議案第 97号
平成 20年度稲敷市、稲敷郡町村及び
一部事務組合公平委員会特別会計歳入
歳出決算認定について

歳入決算額： ２７万１８６５円　　
歳出決算額： ９万４４９４円　　

総　　務 原案認定

議案第 98号
平成 20年度稲敷市農業集落排水事業
特別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ５億１７２２万３７３２円　　
歳出決算額： ５億　７３６万１７３５円　　

産業建設 原案認定

議案第 99号
平成 20年度稲敷市公共下水道事業特
別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ２１億５８１９万８３４５円　　
歳出決算額： ２１億２９７５万１７５７円　　

産業建設 原案認定

議案第100号
平成 20年度稲敷市介護保険特別会計
歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ２３億９８３８万６９６９円　　
歳出決算額： ２３億３０５１万２９９１円　　

教育福祉 原案認定

議案第101号
平成 20年度稲敷市浮島財産区特別会
計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ２６７万３６０４円　　
歳出決算額： ２２６万８３７５円　　

総　　務 原案認定

議案第102号
平成 20年度稲敷市古渡財産区特別会
計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ４８２万３７５６円　　
歳出決算額： ４６８万６５５０円　　

総　　務 原案認定

議案第103号
平成20年度稲敷市基幹水利施設管理事
業特別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： １億１０２９万８５８５円　　
歳出決算額： １億　９７３万５７５１円　　

産業建設 原案認定

議案第104号
平成 20年度稲敷市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ６億７９０１万３５３９円　　
歳出決算額： ６億６４９６万２７６９円　　

市民生活 原案認定

議案第105号
平成 20年度稲敷市水道事業会計決算
認定について

収益的支出： ９億　２２２万９６７６円　　
資本的支出： ７億３９７１万５０３３円（税込）

産業建設 原案認定

議案第106号
平成 20年度稲敷市工業用水道事業会
計決算認定について

収益的支出： ８０９万９２２９円　　 産業建設 原案認定

議案第107号 動産の買入れについて
契約内容：ノートパソコン備品購入　２００台
契約金額：２１２０万７３１２円

総　　務 原案可決

議案第108号 市道路線の認定について
市道 新利根１３７２号線、東１６９５号線を
寄附行為に伴い認定するもの

産業建設 原案可決

議案第109号 市道路線の変更について
市道 桜川１２７２号線の起点位置を変更する
もの

産業建設 原案可決

議案第110号 市道路線の廃止について
市道 東１１７号線が一般交通の用に供する
道路ではないため、廃止するもの

産業建設 原案可決

議案第111号 損害賠償額の決定及び和解について
公用車による、いこいのプラザ送迎時の交通
事故について、議会の議決を求めるもの

総　　務 原案可決

議案第112号 副市長の選任について ― 不 同 意

発議第 3 号
稲敷市新庁舎建設推進に関する決議に
ついて

提出者　伊　藤　　均 ― 原案可決

発議第 4 号
首都圏中央連絡自動車道の建設促進に
関する意見書について

提出者　浅　野　信　行 ― 原案可決
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市
政
を
問
う

高野 貴世志
議　員

世界的流行を見せる新型イ
ンフルエンザについて、当市

内での発生状況はどうか。市の対応
策としてマスクや消毒液の備蓄、教
育施設等への配付状況はどうなって
いるのか。
　流行拡大によるマスク不足時には、
備蓄マスクを市民へ緊急配付できる
のか。感染者が増加した場合の対応
策の他、教育施設や人の出入の多い
商業施設等での感染予防、予防接種
助成などを含めて、どのような対策
を考えているのか。

市では５月１日に対策本部

を立ち上げ、全庁的な行動

計画を策定し対応しています。

　市内の発生状況は、江戸崎総合高

校での集団感染後、集団での発生は

確認されていませんが、これまでに

幼稚園、小・中学校で６名、市職員

で２名の感染報告があります。

　市では保育所、幼稚園、小・中学

校にマスクと消毒液を配付し、残

枚数 6300 枚（うち子供用 1500 枚）

のマスクを保有しています。地域で

マスクが不足した場合には、有料で

の配付も検討していきます。

　保育所と幼稚園には、細菌やウイ

ルスを除去する空気清浄機も設置予

定です。今後、商工会と協議し飲食

店やショッピングセンターでのチラ

シ配付や消毒液設置の協力連携を進

めます。

　ワクチンの予防接種については、

厚生労働省の指針が示された後、市

の方針を決定していきます。

新型インフルエンザ対策を問う

高野

田口市長  市民の健康被害防止を最優先に検討

市長

各庁舎にアルコール消毒液を配備各庁舎にアルコール消毒液を配備

第
３
回
定
例
会
に
は
、
７
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問
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一
般
質
問

関 川 初 子
議　員

給
食
の
食
べ
残
し
の
現
状
は

教
育
部
長

食
べ
残
し
は
近
隣
市
と同

程
度

現
在
の
学
校
給
食

は
多
様
な
目
的
を

持
ち
、
生
徒
の
発
育
、
健

康
面
か
ら
大
き
な
役
割
を

担
う
も
の
で
す
。

　

当
市
に
お
け
る
給
食
の

食
べ
残
し
量
の
現
況
と
、

近
隣
市
と
の
比
較
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
食
べ
残
し
を
少
な

く
す
る
た
め
、
学
校
と
給

食
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う

な
連
携
・
対
策
を
講
じ
て

い
る
の
か
。

平
成
20
年
度
の
市

内
３
施
設
で
の
食

べ
残
し
の
状
況
は
、
１
日

当
た
り
平
均
１
９
８
㎏
、

１
人
当
た
り
平
均
42
ｇ
で

す
。
龍
ヶ
崎
、
取
手
、
守

谷
の
３
市
合
計
の
１
人
当

た
り
平
均
値
は
45
ｇ
で
あ

り
、
当
市
と
ほ
ぼ
同
水
準

で
す
。

　

栄
養
士
が
毎
月
、
各
学

校
へ
出
向
き
訪
問
指
導
を

行
な
う
他
、
給
食
主
任
会

や
試
食
会
等
を
通
し
て
意

見
を
聴
取
し
、
献
立
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

関
川

部
長

さあ、食べよう！さあ、食べよう！

健康増進法制定に伴い、施設管理
者は受動喫煙防止に努めることと

なっています。牛久市では勤務時間の喫煙
全面禁止を導入済ですが、当市職員にはど
れくらいの喫煙者がおり、勤務中喫煙に対
してはどのように対応するのか。

市職員の喫煙者（幼稚園・保育園

を除く）は 130 人、全体の約 35％

に当たります。業務中の一時的なリフレッ

シュは、業務効率の向上やメンタルヘルス

対策の面からも必要不可欠であり、喫煙に

ついても業務に支障のない範囲で是認して

います。

　近隣市の動向や社会情勢の推移を踏まえ

て、勤務時間内喫煙のあり方や庁内禁煙対

応を講じていきたいと考えています。

市職員の勤務中喫煙に対する対応は
総務部長  社会情勢をみて対応　　

部長関川
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市
政
を
問
う

大湖 金四郎
議　員

地域生活に係る行政への要望等は区
長要望書によって処理されているが、

早期に実現されるもの、数年経過しても措
置されないものが存在する。要望に対する
取組み状況を伺う。処理できない事案につ
いては年に１回程度の再精査の場を設けら
れないか。

各行政区からの要望は道路、排水、

街灯、消防、交通安全、環境整備

等生活に密着する重要な案件と認識してい

ます。昨年度申請は合計 1985 件、その内

1378 件が実現済です。予算や地権者問題等

により早急な処理ができない事案もありま

すが、残った申請は各部署で横断的に解決

対応を考えていきます。

市民要望への対応、取り組みは
田口市長  ７割近くの申請に対応

大湖 市長

市
内
企
業
か
ら
、

会
社
周
辺
の
環
境

整
備
が
一
向
に
進
ま
な
い

と
の
声
を
聞
く
こ
と
が
あ

る
。

　

税
収
確
保
の
観
点
か
ら

も
、
企
業
を
守
り
支
援
す

る
為
の
道
路
や
環
境
整
備

が
重
要
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
は
。

企
業
に
配
慮
あ
る
道
路
整
備
を

幹
線
的
道
路
の
整

備
は
、
道
路
整
備

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
路
線
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
全
体
舗
装
率
は

58
・
９
％
、
１
級
・
２
級

市
道
で
は
99
・
３
％
と
な

り
ま
す
。

　

現
在
は
危
険
性
、
緊
急

性
、
必
要
性
等
の
高
い
箇

所
か
ら
優
先
的
に
ま
た
、

年
次
的
に
整
備
す
る
方
向

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

大
湖

田
口
市
長 

計
画
的
に
整
備
を
推
進

提出された区長要望書提出された区長要望書

市
長
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一
般
質
問

平 山　 寧
議　員

天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る

市
民
生
活
部
長 
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、

被
害
情
報
の
把
握
、

避
難
場
所
の
確
保
、
自
衛

隊
や
他
の
自
治
体
へ
の
救

援
要
請
な
ど
の
防
災
体
制

は
大
丈
夫
で
す
か
。
ま
た
、

江
戸
崎
地
区
の
緊
急
地
震

速
報
装
置
設
置
件
数
は
改

善
さ
れ
た
の
か
。

防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
度
は
招
集
訓
練
を
実

施
し
、
今
年
度
は
、
大
地

震
に
よ
る
火
災
が
発
生
し

た
想
定
で
、
東
中
学
校
を

会
場
に
し
た
訓
練
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
必
要
性
の

あ
る
備
蓄
品
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
地
震
速
報
装

置
は
、
19
年
度
で
２
９
４

２
世
帯
に
設
置
し
、
20
年

度
で
は
２
３
０
世
帯
の
追

加
申
込
み
が
あ
り
、
現
在

は
３
７
１
２
世
帯
の
47
％

が
受
信
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平
山

部
長

新庁舎建設設計業務契約にあたり
議会の承認を求めない理由、また、

建設設計に当たっては、議員の参加も当然
であると思うが、参加させない理由は何か。
議員の要望は、どの段階で採用していくの
かお聞かせ願いたい。

この設計委託業務は、条例に定め

る工事製造、財産購入に該当しな

いため、議会へ提案はしていません。実施

設計にあたっては、市民サービス向上を最

優先した庁舎の建設を目指し、議会をはじ

め市民の皆様の幅広い意見を吸収できる仕

組みを構築して、事業運営に当たりたいと

考えています。

新庁舎建設計画の経緯は？
田口市長  市民サービス向上を最優先した庁舎建設を

市長平山

役割の大きい防災情報システム役割の大きい防災情報システム



9 稲敷市議会だより　第18号

市
政
を
問
う

浅 野 信 行
議　員

芝生化で教育環境の向上を芝生化で教育環境の向上を

文部科学省では、教育上の効果とし
て、芝生の弾力性がスポーツ活動へ

の安全性と多様性を挙げている。また、環
境教育の生きた教材としての活用や、夏季
の照り返しによる気温上昇の抑制等、芝生
化の整備推進を図っており、安心安全な学
校づくり交付金における屋外教育環境施設
整備として補助を行っています。
　最近では、コスト面の問題を解消する鳥
取方式が注目を集め、1平方メートル当り
50から 100円程度で済むそうです。

　本市での校庭の芝生化について所見を伺
う。

校庭の芝生化には幾つかの工法が

あると同時に、健全な土壌による

生育環境の確保や芝生の生育期間中の維持

管理などの課題もあり、今後は校庭の芝生

化を導入している先進学校の視察、管理面

や費用面、または子ども達の活用面等を検

証しながら芝生化を研究したいと考えてい

ます。

安心安全な学校づくり、校庭の芝生化を
小川教育長  芝生化に向けて研究を

浅野

教育長

今
年
の
東
京
マ
ラ

ソ
ン
で
、
某
タ
レ

ン
ト
が
心
肺
停
止
に
な
り
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
迅
速
な
処
置

に
よ
り
命
を
と
り
と
め
た

報
道
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
必

要
性
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
状
況
と
、
救
命
講

習
の
現
状
、
市
民
へ
の
周

知
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

平
成
18
年
度
か
ら

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を

始
め
、
各
庁
舎
等
の
公
共

施
設
、
各
小
中
学
校
や
幼

稚
園
、
ま
た
市
内
３
箇
所

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
42
箇
所
に
常
設
し

て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
江

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
は

戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、

休
日
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

貸
出
し
用
が
３
台
あ
り
ま

す
。

　

救
命
講
習
に
つ
い
て
は
、

消
防
署
職
員
を
講
師
に
迎

え
、
普
通
救
命
講
習
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
実
技

訓
練
を
取
入
れ
、
研
修
の

充
実
に
努
め
て
お
り
、
19

年
度
か
ら
現
在
ま
で
に
は
、

市
職
員
、
教
職
員
を
含
め
、

３
１
５
名
が
受
講
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

状
況
に
つ
い
て
は
、
マ
ッ

プ
や
市
の
広
報
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。

浅
野

保
健
福
祉
部
長 

市
内
43
箇
所
に
設
置
、　

貸
出
用
も
３
台
装
備

部
長
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一
般
質
問

山 下 恭 一
議　員

そ
の
目
を
市
外
に
向
け
て

活
路
を
見
出
せ

田
口
市
長

職
員
は
市
の

セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を

宮
崎
県
が
、
東
国

原
知
事
の
圧
倒
的

な
営
業
力
に
よ
っ
て
全
国

に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
る
状
況
を
見

て
も
、
営
業
力
の
有
無
が

今
後
の
自
治
体
運
営
を
大

き
く
左
右
す
る
要
素
の
一

つ
と
考
え
ま
す
。

　

営
業
力
強
化
を
行
う
た

め
に
、
各
課
が
営
業
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、

企
業
誘
致
に
対
す
る
取
り

組
み
や
各
種
施
策
の
市
外

へ
の
Ｐ
Ｒ
等
を
展
開
し
て

い
く
の
か
。

稲
敷
市
の
魅
力
を
、

全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
計
画
的
に
全
国
へ

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

は
、
市
を
挙
げ
て
推
進
す

べ
き
重
要
施
策
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
各
種

施
策
と
Ｐ
Ｒ
を
結
び
つ
け
、

市
内
外
に
向
け
て
一
体
的

に
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

が
企
業
誘
致
や
定
住
、
集

客
の
促
進
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
お
り
、
現
在
、
横

断
的
な
組
織
と
な
る
協
議

機
関
の
設
置
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
市
の
一
体
的
な
シ

テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
の
指
針

と
な
る
（
仮
）
総
合
Ｐ
Ｒ

戦
略
プ
ラ
ン
策
定
も
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
自
ら
が
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
積
極
的
に
行
い
、

各
種
経
済
団
体
等
へ
の
Ｐ

Ｒ
や
情
報
収
集
を
職
員
一

丸
と
な
り
、
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

山
下

市
長

今、行政は税金を取
るだけではなく、外

からお金を集めてこなければ
行政運営は成り立っていかな
いのが現状です。効率的なＰ
Ｒをすることで都市の活性化
や町を豊かにしていくために
は、あくまで自分たちで何か
を切り開いて営業・ＰＲして
いくことが一番重要です。そ
こで営業グループ等の形で動
き出してはどうか。

自治体も今や競争だ

というふうに実感し

ています。人口減少の中、財

源確保も大変厳しくなってい

る時代であり、地域間競争に

臨んでいかなければなりませ

んので、各部局、担当課がそ

れぞれの中で、イメージアッ

プの戦略を立てて積極的に取

り組んでいきます。担当者も、

セールスマン精神に徹して企

業に働きかけ、情報収集にも

徹底して動いていきます。

山下 市長

地
域
資
源
の
発
掘

は
、
本
質
的
に
は

価
値
の
発
掘
で
あ
り
、
あ

く
ま
で
自
分
た
ち
の
足
元

を
見
つ
め
直
す
作
業
と
考

え
ま
す
。
ど
こ
に
で
も
あ

る
も
の
し
か
な
い
と
あ
き

ら
め
な
い
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

日
頃
生
活
し
て
い
る
中

で
、
当
た
り
前
の
こ
と
も

地
域
外
の
人
か
ら
見
れ
ば

す
ば
ら
し
い
価
値
を
持
つ

も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
は

ず
で
す
。
稲
敷
市
の
地
力
、

産
業
基
盤
や
観
光
資
源
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ま

た
そ
の
中
で
不
利
な
要
素

は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
と

ら
え
て
い
る
の
か
。

地
域
資
源
の
発
掘
は
価
値
の
発
掘

本
市
は
業
務
の
核

と
な
る
都
市
を
周

辺
に
持
ち
、
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
期
待
さ

れ
、
か
つ
豊
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
る
等
、

様
々
な
可
能
性
と
潜
在
能

力
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
業
で
は
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ

り
、
今
後
は
関
係
団
体
等

と
の
連
携
を
密
に
し
た
生

産
者
組
織
の
強
化
促
進
に

よ
る
、
更
な
る
稲
敷
ブ
ラ

ン
ド
の
開
発
等
に
よ
り
、

後
継
者
と
な
る
若
者
を
引

き
つ
け
る
魅
力
的
産
業
へ

の
施
策
展
開
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

山
下

田
口
市
長 

更
な
る
稲
敷
ブ
ラ
ン
ド
の　

開
発
も

市
長
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委
員
長　

伊
藤　

均　

　

当
委
員
会
は
新
庁
舎
建
設
の
必
要

性
等
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
な

う
こ
と
を
目
的
と
し
、
４
回
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
合
併
以
降
の
新
庁
舎
建
設

に
関
す
る
取
組
経
過
と
し
て
、
新
庁

舎
建
設
計
画
懇
話
会
や
庁
舎
建
設
審

議
会
等
に
よ
る
検
討
結
果
を
経
て
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
が
ま
と
め
ら

れ
た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
検
討
調
査
の
方
針
・
計
画
案
等

に
つ
い
て
の
協
議
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
委
員
会
で
は
、
７
月
に

実
施
し
た
市
民
意
向
調
査
結
果
概
要

の
説
明
が
あ
り
、
約
６
割
の
市
民
が

建
設
推
進
を
支
持
す
る
状
況
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
新
庁
舎
予
定
地
か
ら
遠

方
と
な
る
地
域
の
不
便
感
や
計
画
内

容
の
周
知
度
が
低
い
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ど
う
具

現
化
し
て
い
く
か
の
重
要
性
に
対
す

る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
是
非
に
対
す
る
採
決

で
は
、
全
会
一
致
に
よ
り
建
設
推
進

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
予

定
地
は
江
戸
崎
西
高
跡
地
、
合
併
特

例
債
活
用
期
限
内
の
完
成
、
設
計
や

財
政
計
画
等
の
見
直
し
を
加
え
な
が

ら
の
遂
行
、
各
地
区
の
実
情
に
応
じ

た
公
共
施
設
等
の
活
用
と
利
便
性
を

考
慮
し
た
推
進
、
な
ど
を
要
望
事
項

と
し
て
庁
舎
建
設
推
進
を
図
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
最
終
意
見
と
し
て
決
議

書
を
ま
と
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
当

委
員
会
と
し
て
の
審
査
活
動
を
終
え

ま
し
た
。

稲
敷
市
新
庁
舎
建
設
に
係
る調

査
特
別
委
員
会

稲
敷
市
新
庁
舎
建
設
に
係
る調

査
特
別
委
員
会

山 本 祐 子
議　員

救急患者のたらい回しを防ぐため、
改正消防法が本年 4月に成立しまし

た。救急搬送の法的な位置づけが明確になっ
たほか、消防機関と医療機関の連携が義務
付けられました。
　稲敷広域消防での進捗状況を伺いたい。

救命救急は、稲敷広域消防が担って

います。今後、救急搬送・受入れ実

施基準が定められることにより、消防と医

療機関の連携がより強化され、迅速な救急

搬送と適切な医療が受けられる体制が確立

されます。本市としても早期に運用される

ことを期待しています。

山本 市長

出動に備える救急車両出動に備える救急車両

救急患者のたらい回し防止へ
田口市長  関係機関へ要請して行く

特特
別別
委委
員員
会会
のの

審
査
経
過
と
結
果
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

委
員
長　

伊
藤　
　

均　

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
８
議
案

に
つ
い
て
、
主
な
審
査
の
経
過
と
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
85
号　

平
成
21
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
う
ち

財
政
課
所
管
で
は
、
地
域
活
性
化
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
の
計
上
と
、

普
通
交
付
税
額
決
定
に
伴
う
財
源
変

更
等
が
主
で
、
歳
入
の
み
の
補
正
で

す
。
管
財
課
所
管
で
は
、
公
用
車
の

任
意
損
害
保
険
加
入
料
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
、
車
両
保
障
分
は
全
国

自
治
協
会
の
損
害
共
済
に
別
途
加
入

し
て
い
る
こ
と
、
損
害
保
険
は
運
転

者
の
年
齢
制
限
を
設
け
て
い
な
い
こ

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
94
号　

平
成
20
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
う
ち
会

計
課
所
管
で
は
、
委
員
か
ら
基
金
管

理
の
状
況
に
つ
い
て
、
金
融
機
関
へ

の
基
金
預
け
入
れ
の
偏
り
是
正
や
有

効
な
利
率
の
活
用
等
に
対
す
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
管
財
課
所
管
で
は
、

私
有
財
産
の
鑑
定
状
況
と
公
有
財
産

の
処
分
方
針
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

普
通
財
産
は
不
動
産
鑑
定
士
評
価
を

実
施
済
み
だ
が
、
行
政
財
産
評
価
は

未
実
施
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
市
有

財
産
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
稲
敷
市

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
売
却

処
分
を
含
め
た
有
効
活
用
を
し
て
い

く
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
企
画

課
所
管
で
は
、
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ
ー
ル
ズ
へ
の
更
な
る
支
援
や
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の
影
響
に
つ
い

て
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
７
号　

動
産
の
買
入

れ
に
つ
い
て
は
、
業
務
に
使
用
す
る

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
老
朽
化
に
伴
い

２
０
０
台
を
買
い
替
え
る
た
め
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
８
議
案
全
て
全
会

一
致
に
よ
り
、
原
案
可
決
、
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長　

木
内　

義
延　

　

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
当
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
、
議
案
11
件
の
審

査
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
81
号
は
、
政
令
の
改
正
に

伴
い
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
し
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
本
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
の
期
間
限
定
で
出
産
一

時
金
の
支
給
額
を
４
万
円
引
き
上
げ
、

産
科
医
療
補
償
制
度
の
支
給
額
３
万

円
と
合
せ
て
42
万
円
を
交
付
し
、
出

産
経
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
で

す
。
支
給
方
法
の
質
問
に
対
し
、
個

人
あ
る
い
は
病
院
へ
の
直
接
支
払
い

の
い
ず
れ
の
対
応
も
可
能
で
あ
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
82
号
及
び
第
83
号
は
、
市

民
税
等
の
滞
納
者
に
消
費
者
金
融
へ

の
利
息
過
払
い
金
が
存
在
し
そ
の
返

還
請
求
に
応
じ
な
い
為
、
市
が
支
払

い
請
求
権
を
差
し
押
さ
え
て
消
費
者

金
融
を
提
訴
す
る
も
の
で
す
。
公
的

機
関
の
協
力
支
援
に
関
す
る
質
疑
で

は
、
法
テ
ラ
ス
や
顧
問
弁
護
士
と
調

整
を
図
り
作
業
を
す
す
め
て
い
る
と

の
答
弁
で
し
た
。
前
定
例
会
で
も
同

様
の
案
件
が
議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
案
第
89
号
、
一
般
会
計
決
算
認

定
の
う
ち
税
務
課
所
管
で
は
、
市
税

一
般
に
つ
い
て
の
収
納
率
、
市
税
徴

収
嘱
託
員
に
よ
る
収
納
実
績
等
の
質

疑
が
あ
り
、
収
納
率
は
伸
び
て
い
る

も
の
の
県
下
で
は
ま
だ
下
位
に
あ
り

引
き
続
き
収
納
対
策
強
化
に
努
め
て

い
く
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
95
号　

平
成
20
年
度
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
で
は
、
保
険
給
付
費
が
減
っ
て

い
る
こ
と
へ
の
質
問
に
対
し
、
一
人

当
た
り
の
費
用
額
や
高
額
療
養
費
の

額
は
上
が
っ
て
お
り
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
移
行
に
よ
る
影
響
で

は
な
い
か
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

付
託
の
11
議
案
全
て
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可

決
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

根
本　

光
治　

　

付
託
さ
れ
た
議
案
５
件
に
つ
い
て
、

主
な
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し

ま
す
。

議
案
第
80
号　

市
立
保
育
所
一
時
保

育
事
業
実
施
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
一
時
保
育
料
金
の
違
い

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
は
、

月
々
の
保
育
料
と
幼
稚
園
の
授
業
料

の
違
い
に
よ
り
生
じ
て
し
ま
い
、
今

後
は
見
直
し
等
を
検
討
す
べ
き
と
認

識
し
て
い
ま
す
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

議
案
第
85
号　

平
成
21
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
の
う
ち

児
童
福
祉
課
と
学
校
教
育
課
か
ら
は
、

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
対
策
の
一
環
と
し
て
、

各
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し

て
、
最
新
型
の
空
気
清
浄
機
を
導
入

す
る
費
用
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
健
康
増
進
課
か
ら
も
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
事
業
と
し
て
備
蓄

用
マ
ス
ク
５
万
３
千
枚
分
と
消
毒
液

２
千
５
０
０
本
分
の
購
入
費
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
94
号　

平
成
20
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
う
ち
、

給
食
セ
ン
タ
ー
所
管
で
は
、
学
校
給

食
徴
収
金
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
職
員
を
は
じ
め
学
校

側
と
連
携
し
て
家
庭
訪
問
等
を
実
施

し
て
滞
納
整
理
や
保
護
者
へ
の
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
徴
収
率
の
向

上
に
つ
な
が
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

現
在
は
、
法
的
な
手
続
き
を
実
施
す

る
た
め
、
今
後
は
弁
護
士
を
通
じ
て

内
容
証
明
の
発
行
を
計
画
し
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
２
議
案
に
つ
い
て
も
詳

細
な
説
明
を
受
け
審
査
の
結
果
、
付

託
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て

は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

委
員
長　

浅
野　

信
行　

　

当
委
員
会
へ
は
、
議
案
14
件
が
付

託
さ
れ
、
９
月
16
日
、
17
日
に
わ
た

り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
の
審
査
の
経
過
を
報
告

し
ま
す
。

　

議
案
第
85
号　

平
成
21
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

で
す
。
商
工
観
光
課
で
は
、
国
の
平

成
21
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
経
済
危

機
対
策
関
係
経
費
を
活
用
し
た
ス
ー

パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

と
、
消
費
者
生
活
相
談
の
複
雑
化
に

伴
い
相
談
員
研
修
、
啓
発
事
業
を
行

う
た
め
商
業
振
興
費
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。
商
品
券
に
つ
い
て
は
、
名

称
を
い
な
し
き
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
と
し
、
販
売
価
格
は
、
１

セ
ッ
ト
、
千
円
券
が
12
枚
綴
り
で
１

万
円
、
販
売
数
量
は
５
千
セ
ッ
ト
、

利
用
期
間
は
平
成
21
年
12
月
６
日
か

ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
ヶ

月
間
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
道

路
維
持
課
で
は
、
区
長
要
望
や
緊
急

を
要
す
る
工
事
箇
所
に
対
応
す
る
た

め
の
補
正
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
委
員
か
ら
、
休
日
に
和
田

公
園
に
市
外
か
ら
訪
れ
る
人
が
多
い

の
で
、
地
区
住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
管
理
体
制
を
と
る
よ
う
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
94
号　

平
成
20
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
で

は
、
各
課
よ
り
詳
細
な
説
明
を
受
け
、

慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
農
政

課
に
対
し
、
政
権
が
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
国
の
補
正
予
算
の
一
部
事
業

が
執
行
停
止
さ
れ
た
の
で
、
補
助
金

等
に
影
響
が
あ
る
場
合
は
、
周
知
す

る
よ
う
に
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
対
し
、
今
年
度
も
引
続
き
加

入
促
進
を
図
る
よ
う
と
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
、
全
て
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
、
可
決
・
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
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編

集

後

記

編

集

後

記

委

員

長　
　

大　

湖　

金
四
郎

副
委
員
長　
　

根　

本　
　
　

保

委　
　

員　
　

木　

内　

義　

延

委　
　

員　
　

山　

本　

祐　

子

委　
　

員　
　

柳　

町　

政　

広

委　
　

員　
　

浅　

野　

信　

行

委　
　

員　
　

伊　

藤　
　
　

均

委　
　

員　
　

根　

本　

光　

治

　

こ
の
夏
、
政
権
交
代
が
細
川
内
閣

誕
生
以
来
16
年
ぶ
り
に
お
こ
っ
た
。
国

民
は
「
お
願
い
か
ら
約
束
」
へ
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
期
待
し
、
現
体
制
に
Ｎ
Ｏ

を
突
き
付
け
た
。
こ
の
議
会
報
が
手
元

に
届
く
こ
ろ
は
、
木
枯
ら
し
の
便
り
と
、

新
政
権
発
足
の
話
題
で
も
ち
き
り
だ

ろ
う
。　

　

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
年
賀
状
の
時
期
で

も
あ
り
、
日
々
の
生
活
や
仕
事
の
中
で
、

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
益
々
増
え
て

く
る
。
優
先
順
位
を
つ
け
る
際
、
大
事

な
こ
と
か
ら
選
び
が
ち
で
す
が
、
そ
う

で
は
な
く
消
去
法
で
、「
や
ら
な
い
こ

と
」
を
試
し
て
み
て
は
？

　

朝
や
週
初
め
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組

む
時
、「
何
か
ら
始
め
る
」で
は
な
く「
何

を
や
ら
な
い
か
」
を
先
に
考
え
る
。
何

か
と
忙
し
い
皆
さ
ん
、
時
間
泥
棒
に
な

る
こ
と
は
極
力
控
え
「
や
る
こ
と
よ
り

も
、
や
ら
な
い
こ
と
」
を
増
や
し
、
余

剰
時
間
を
、
家
族
や
自
己
の
た
め
に
使

い
ま
し
ょ
う
。
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　市議会は、傍聴できます。

　この９月定例会では、会期中、延べ７０人

を超える皆さまが来場され、傍聴席数に限

りがあることから、６４名の方が議場内で

傍聴されました。

　また、入場できなかった方については、

庁舎１階ロビーにあるテレビで議会中継を

傍聴いただきました。

☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）
FAX ０２９９―７８―３３９６
E-mail：gikai@city.inashiki.lg.jp

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

12 8 日火となります。

◆
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、
直

接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度
と
し

て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で
も
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み
受

け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請
願
」、

な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、
受
理
し

た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た
陳
情
の
議

決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ
ぞ
れ
通
知

し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

●
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・
理
由
）

は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を
求
め
、
何

を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き
る
だ
け
具
体

的
に
、
ま
た
、
簡
単
明
瞭
に
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
図

面
や
そ
の
他
の
資
料
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随
時

受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
毎

定
例
会
（
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
）

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
定

例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
定

例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明
な
点

は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当

日に受付けています。傍聴については、

　① 受付時間は午前８時３０分から（先着順）

　② 傍聴の予約はできません

　③ 傍聴席は２５席まで

　　 （別途、報道関係５席）

　④ 議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで

議会の生中継を傍聴できます　　　　 など

　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく

ださい。

　次回の定例会の詳しい日程等については、１２月

２日以降、議会事務局までお問い合わせ下さい。


